
１．はじめに

佐賀県鳥栖市は佐賀県東部に位置し，南は久

留米市，東は小郡市といったように福岡県に接

している。JR鹿児島本線と長崎本線が接する

鳥栖駅と，九州自動車道と長崎自動車道・大分

自動車道をつなぐ鳥栖ジャンクションがある交

通の要所として発展している。鳥栖駅に隣接す

るベストアメニティスタジアム（鳥栖スタジア

ム）は今年サッカーJ２上位をキープするサガ

ントスのホームスタジアムである。

また，今年３月九州新幹線全線開通と同時に

２５

新鳥栖駅が開業し，駅前に重粒子線治療施設が

建設中である。すでにシンクロトロンも稼働し

ており，Amazonの進出が発表されたばかりで

もある。

佐賀県立鳥栖工業高等学校は昭和１４年佐賀県

立鳥栖工業学校として創立され，平成２１年に創

立７０周年を迎えた。本校近くに映画「月光の夏」

の舞台となった鳥栖小学校（戦時中の鳥栖国民

学校）がある。機械科・電気科・土木科の３学

科で開校され，建築科・工業化学科・電子機械

科が増設された。現在，機械科２クラス，電気

科・電子機械科・土木科・建築科各１クラスの

計６クラス２４０名，全校生徒数７１０名（うち女
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子生徒は３５名）である。

電子機械科は昭和６１年に機械科１クラスを転

換させる形で創立され２６年を迎え，佐賀県で唯

一の学科として今に至る。

２．昨年度までの工事担任者試験への取組

２年生選択科目「通信技術」選択者を対象に

朝補習を行い，１１月に実施される第２回でデジ

タル３種を受験させていた。平成２２年度は

１２/２４（５０％），平成２１年度は１９/２７（７０.４％）

という結果であった。

指導体制としては「通信技術」の授業内容を

DD３種対策とし，１０月中旬から１ヶ月程度朝補

習を行って試験に臨んでいた。

第２種電気工事士試験を２年生で受験させて

きた電子機械科にとって，筆記試験６月上旬，

実技試験７月下旬が終了した後に受験させるに

は時期的に良い位置にあった。

３．今年度の工事担任者試験への取組

今年度（平成２３年度）は例年と異なる展開と

なった。今年度から第２種電気工事士試験が２

回行われることになったことはご存じのとおり

である。そこで年度当初電子機械科新２年生と

話し合いをした。

Ａ案：例年通り上期で電気工事士，第２回で

DD３種

Ｂ案：新設された下期で電気工事士

DD３種が１１月第４週，第２種電気工事士実

技試験が１２月第１週と１週間しか空いていない

ので，両方の受験は現実的ではなくどちらかを

選択するしかなかった。

職員側は，２年生の９～１１月は運動部の新人

戦のシーズンなので実技試験の準備に時間を取

られるB案は現実的ではないとA案を勧めた。

生徒側はB案を強く希望する。

生徒の強い希望に押される形でB案を選択し

た。新設された下期の電気工事士をやってみて

都合が悪ければ来年度もとにもどそうというこ

とに落ち着いた。

今年度受験した生徒は第１回工事担任者試験

デジタル３種に１２名で７名合格であった。この

生徒達は前年度第２回試験で不合格だった２年

生（今年度３年生）である。今年度の２年生は

受験しない。

「工事担任者試験」に向けてというタイトル

でありながらお粗末な結果となってしまった。

お恥ずかしい限りである。

４．現状は？

本校は部活動が大変盛んで，部活動に所属し

ている生徒の割合が大変多い。今年度に限って

も全国大会に駒を進めたのは以下の部がある。

（順不同・抜け落ちがあったらご容赦願いたい）

※体操，バスケット，レスリング，陸上，駅

伝，山岳

九州大会出場や県大会上位の部は他にも有る。

部活動で活躍するのは大変良いことであり異

論を挟むことではない。しかし，資格試験を指

導する立場からするとなかなか難しい。意識の

高い生徒・能力の高い生徒ほど部活動に所属し，

主力選手として活躍していることが多く，時と

して運動部監督から放課後補習についてクレー

ムが出ることもある。

結果として職員が危惧したとおりのことが起

きてしまった。実技試験対策が必要な電気工事

士を２学期に持ってきたため運動部新チーム主

力となる２年生が部活動を取るか補習を取るか

選択を迫られるケースが出てきたことである。

このようなことも想定されると年度当初生徒に

２６
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再三説明したのだが，半年以上先のことを想定

することは生徒には無理だったようだ。来年度

（平成２４年度）は前述のA案に戻すこととした。

５．工事担任者DD１種，AI・DD総合種につ

いて

平成２１年度工事担任者DD１種，AI・DD総合

種それぞれ１名（同一人物）合格した。

この生徒（当時）には補習等特別な指導は一

切行っていない。受験手続きをしたことすら職

員側は知らず，合格という結果を外部から聞く

くらいであった。合格した本人の能力と努力の

賜物である。

しかし，仮に彼から補習等指導の依頼があっ

たとしても職員側が対応できなかったはずであ

る。それにはいくつか理由がある。私が認識し

ていることを以下に示す。

電子機械科の職員配置は機械系３（教諭２・

実教１），電気系４（教諭３・実教１）となっ

ており，工事担任者の指導は電気系職員４人で

行うことになる。実際には「通信技術」担当者

が中心となる。この「通信技術」，県内で開講

しているのは本校のみ。電気系の職員も初めて

担当するという年もある。

電子機械科は１学年１クラス，通称「単科」

である。しかし，資格試験の時には「単科」で

はなく「半科」であることをヒシヒシと感じる。

６．電子機械科での資格試験への取組

科として補習等を行っている又は多くの生徒

が受験しているのは下記のとおりである。

（※は全員受験）

１年生…ガス溶接技能講習

危険物取扱者乙種第四類（※）

情報技術検定３級（※）

２年生…危険物取扱者乙種第一～六類

第二種電気工事士

DD３種

３年生…危険物取扱者乙種第一～六類

２級ボイラー技士

７．電子機械科の紹介

余った紙面で電子機械科の紹介をさせていた

だきたい。

教育課程

２７

機械実習
（手仕上
げ）

機械実習
（旋盤）

電気実習
（オシロ
スコープ
計測）

県下で唯一工業英語を専門教科の選択として

開設している。

実習内容（抜粋）



進路状況

就職８割（県外 ８０％ 県内 ２０％） 進学

２割

就職先：日立製作所２名，デンソー，トヨタ

自動車，JR九州，久光製薬，日本飛行機，新

日本製鐵君津，新日本製鐵名古屋，ヤクルト

本社佐賀工場，三菱電機，マツダ，豊田自動

織機，三菱レイヨン，田中電子工業，田口電

機工業　等

（就職先については，本年度３年生が内定を

戴いた企業の一部）

進学先：九州産業大学，福岡大学，山梨学院大

学，順天堂大学　等

電子機械科に関連する部活動など

電子機械科に関する部活動として電子機械部

がある。部員数は約２０名。ソーラボートを製作

してて，柳川ソーラーボート大会（８月）では，

学生の部（大学，高専，専門　学校，高校）で

２００８～２０１１年連続優勝した。

優勝・準優勝をした年も今年を含めて複数年

ある。

また，課題研究班が佐賀県工業技術研究発表

大会（１０/２２）で複数入賞した。

研究発表会の部で電線被覆剥がし装置班が最

優秀賞（テーマ【電線被覆剥がしと知的所有権】）

ロボット競技の部でマインドストーム・ロボ

ット班が第２位

「電線被覆剥がし」は女子生徒２人での発表

で，実演を交え好評であった。発表後も複数の

先生方が興味を示され，熱心に質問されたり体

験されたりした。

２８

電子回路
実習（プ
リント基
板加工）

制御実習
（シーケ
ンス制御
回路）

FMS実
習室

ライントレース制御

実習用ロボット
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